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１．総合評価 

（１）実施の可否     ■ 可        □ 否 

（２）修正の必要の有無  □ 修正の必要あり  ■ 修正の必要なし 

 

２．総合所見 

本研究は、大気と海洋が物理的にバランスのとれた初期値作成を可能とする大気海

洋結合データ同化システムを開発し、将来の季節予報やエルニーニョ予報、長期再解

析、台風予報等の精度向上に資することを目的としている。 

本研究は、業務面では季節予報や台風予測の精度の向上が期待できるとともに、学

術面では大気と海洋という熱的にも、時空間特性的にも異なった場をスムースにバラ

ンスさせた初期場として作成するという、世界的にも実現されていない先進的内容で

ある。気候予測に対する大きな正の効果をもたらす可能性があり、気象庁本庁からも

期待されている研究課題であるほか、NCEPや ECMWFが開発・現業化を進めているなど、

世界的にも注目の大きい分野である。研究内容からは重点課題に列せられるべきもの

だが、現時点において、目標の具体性が明確にできない点も考慮し、一般研究課題と

して進めていくのが適切である。他のモデル研究課題との連携や本庁各部との協力の

もと、着実に研究を進めて欲しい。 

本計画では、1 か月予報のインパクト調査を予定しているが、むしろ、３～６か月

予報、あるいはエルニーニョ予報でのインパクトが期待できる可能性がある。 

具体的な手法や、成果がどの程度得られるか等の見通しは、同化技術が確立してい

ない現段階では判断できないが、研究を進める中で明確にしていくことが大切である。

また、弱結合による同化の 1か月程度の季節予報への効果（初期ショックの緩和）を

目標とすることは適切であり、これについても、できるだけより早期にその成果の見

通しを示せることが大切である。 

なお、将来的な業務貢献としては、季節予報だけでなく台風予報への応用等にも留

意し研究を進めて欲しい。 


